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5. 事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 
バングラデシュ国第二次ダッカ市雨水排水施設改良計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
z 熱帯モンスーン帯に属するバングラデシュ国の首都ダッカ市（2001 年人口：991 万人）は、3

大国際河川（ガンジス川、プラマプトラ川およびメグナ川）の低平な河口デルタに発達し、
四方をそれらの支脈川に取り囲まれている。このような自然特性（気象と地形）から市域は
周辺河川からの洪水(外水)被害と市域内に降る高強度の降雨による浸水(内水)被害を
受けてきた。最近では、1988,1989,1998 年および 2004 年に大洪水が発生し、ダッカ市は多
大な洪水被害を受けた。 

z ダッカ市の自立した経済開発を遂げることを目的に、「ダッカ首都圏開発計画
(1995-2015)」が作成された。その中で社会基盤整備が最重要課題とされ、ダッカ市上下
水道公社は自身の「戦略開発計画(2004-2010)」において、「効率的な雨水排水」を目的
として掲げ、ダッカ市内の雨水排水対策は公社が実施する公共サービスの重要な一翼と
位置付けている。 

z カラヤンプールポンプ場は 1988、1989 年洪水を契機に我が国の無償資金協力(事業費:
20.5 億円)で 1991～1993 年に第一期事業として建設され、カラヤンプール幹線水路改修
事業とともにダッカ市の洪水被害軽減の重要な雨水排水施設としての役割を演じてきた。
しかしながら、近年の計画を上回る急激な人口増加と都市化による雨水流出量の増大、
既設排水ポンプ場の排水能力不足、調整池の面積縮小および開水路・雨水管の現況
流下能力不足が原因して、浸水範囲のみならず浸水時間が増大し多大な浸水被害をも
たらし、衛生環境の悪化並びに社会・経済発展の障害となっている。 

z このような背景にもとに、ダッカ市内の優先地区の一つであり近年急激に都市化と資産集
中が進行している H 排水区に対しカラヤンプールポンプ場の増設工事と調達される汚泥浚
渫用機材を用いた水路･雨水管の浚渫事業を通して、浸水被害を軽減し衛生環境の改
善と経済活動の発展、並びに民生の安定に寄与することを目標とする。 

 
3. プロジェクト全体計画概要 
(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 
《プロジェクト終了時に期待される直接的な便益》 

カラヤンプールポンプ場の増設 
・ ポンプ容量と調整池の容量を計画どおり（20m3/s と 2,000,000m3）に設定維持できるため、5

年以下の確率降雨に対して、調整池容量、ポンプ容量の不足に起因する洪水被害を起こ
さない 

・ 5 年確率以上の雨が降った場合でも、調整池の水位・排水施設（開水路・雨水管）水位を
無被害水位に下げるのに、現況の約半分の日数で済むようになる 
（2004 年洪水時に最大水位 EL+5.8ｍから無被害水位 EL+5.0m に要した時間 6 日間が増設
ポンプ場完成後、3 日間に減少する） 

開水路・雨水管内の汚泥浚渫（H 排水区） 
・ 排水施設の流下能力が全体で約 30%増加することにより、域内で毎年発生する浸水時間

が減少する（現在：平均 1 週間 7 日間→4～5 日間） 
・ 排水施設の流下能力が全体で約 30%増加することにより、調整池への雨水排水が促進さ

れ、ポンプ排水の効果が発揮される 
《裨益対象の範囲及び規模》 

ダッカ市の北西部に位置する急激に都市化が進行している H 排水区(17.6km2)の住民 87 万
人(2001 年センサス)が裨益対象である。 
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(2) プロジェクト全体計画の成果（※下線は無償資金協力が直接関与する事項を示す） 

① H 排水区のカラヤンプールポンプ場が増設され、汚泥浚渫機材が調達される 

② プロジェクトの運営体制が整備される 

③ 調達された機材により開水路・雨水管内の汚泥浚渫が実施される 
 
(3) プロジェクト全体計画の主要活動（※下線は無償資金協力が直接関与する事項を示す） 

① カラヤンプールポンプ場の増設工事と初期運転･維持管理指導を実施する 
② 汚泥浚渫用機材（4 機種･6 台）の調達と初期運転･維持管理指導を実施する 
③ 必要な予算と要員を確保し、H 排水区の開水路と雨水管内の汚泥を浚渫する 
④ 必要な予算と要員を確保し、ポンプ場運営･維持管理と機材維持管理を行う 

(4) 投入（インプット） 
日 本 側： 無償資金協力：9.53 億円 
相手国側：  

プロジェクト事 業 費： 295.3 百万タカ（約 5.20 億円） 
（ポンプ場建設に必要な準備工事・諸経費と汚泥浚渫工事） 
運営・維持管理費： 年平均 3.2 百万タカ(約 5.6 百万円) 
（施設・機材の運営・維持管理に係る経費の実施機関負担増額分） 

(5) 実施体制 
実施機関： ダッカ市上下水道公社（Dhaka Water Supply and Sewerage Authority） 
主管官庁： 地方自治･農村開発･協力省（Ministry of Local Government, Rural Development and 

Co-operatives） 

4. 無償資金協力案件の内容 
(1) サイト 

バングラデシュ国ダッカ市 H 排水区 
(2) 概要 

① カラヤンプールポンプ場の増設工事（排水量：10m3/s） 
② H 排水区の開水路(1.7km)と雨水管(60km)の堆積汚泥浚渫用機材調達（4 機種・6 台）

(3) 相手国負担事項 
① 建設用地の取得及び現場事務所・仮設ヤード等の土地の確保 
② 建設用地内の支障物件の撤去・移設 
③ 工事用進入路(バングラデシュ水資源開発公社管轄のダッカ西側堤防道路)の一部

区間の補修工事 
④ 工事侵入路沿いに敷設されたダッカ市電力供給公社管轄の一部電柱の補修 
⑤ 調達される汚泥浚渫用機材の車庫または屋根付駐車場の確保 
⑥ 調達機材を用いた H 排水区の開水路と雨水管に堆積した汚泥の浚渫工事 
⑦ 輸入税･付加価値税の負担 
⑧ 銀行協定および支払い買取授権書発行手数料の負担 

(4) 概算事業費 
概算総事業費 14.73 億円（日本側 9.53 億円、バングラデシュ側 5.20 億円） 

 
(5) 工期 

Ａ型国債案件とし、 
実施設計 4 ヶ月、 
入札期間を含め約 23 ヶ月の本体工期（予定） 
 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
① 増設ポンプ場の位置を実施機関が所有する既設ポンプ場敷地内に建設し用地取得を
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最小限に抑える。また、仮設ヤード設置に際し、空き地を利用する等住民移転を回避す
る。 

② 先方実施機関による初期環境調査（IEE）の結果及び 環境適合証明（ECC）取得結果
に従い、工事による騒音・振動、ほこり等の影響を最小限に抑え、工事中の沿道住民環
境社会及び安全への配慮を行う。 

③ 汚泥浚渫作業時の汚泥散乱等に対する沿道住民環境への配慮を出来るような機材調
達計画とする。（現在の汚泥浚渫作業では数日間汚泥が路上に放置されている） 

 

5. 外部要因リスク 
(1) 想定を超える降雨や地震などの天災が発生しない。 
(2) プロジェクトが実施できなくなるような「バ」国内の政情･治安悪化が発生しない。 
6. 過去の類似案件からの教訓の活用 
(1) 事業費削減を目標に輸入資機材は最小限にし、出来るだけ現地で入手可能な資機材を用

いた建設計画とする。 
(2) 汚泥浚渫工事は出来るだけ労働集約型の工法を選び、機材の調達・維持管理費を抑え、

貧困層の雇用機会の増大を図る。 
7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
プロジェクト実施により期待される直接効果を計る成果指標は、以下の表となる。 

成果項目 指標 プロジェクト前 プロジェクト後 備考 

5年確率以下の降

雨時の浸水 
調整池水位 5m 以上になる 5m 以下で調整  

2004 年規模洪水

時の浸水（5 年確

率以上の降雨時

の浸水） 

調整池水位 
日 

5m 以上の日数が 
6 日 

5m 以上の日数が 3 日 
(プロジェクト前の 50%) 

※評価には、5 年

確率以上の降雨

実績を要する 

毎年起こる低地

での浸水被害 
日 域内平均で 

約 7 日間 
域内平均で 
約 4～5 日間 

 

開水路・雨水管の

流下能力 
汚泥堆積量 雨水管:7,000m3 

開水路:16,000m3 
雨水管:汚泥堆積無し 
開水路 :汚泥堆積無し

(23,000m3の汚泥除去) 

 

 
(2) その他の成果指標 

① 冠水による交通障害の軽減 
② 雨季の水因性疾患患者数の蔓延の防止 
③ 洪水被害による経済的な被害の軽減 
④ 浚渫作業時の事故の防止 

(3) 評価のタイミング 
2009 年（ポンプ場完成時）から 2 年後(2011 年) 
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